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研究分野 ：栄養学、臨床栄養学、腎臓内科学

研究室ＨＰ：https://statsumilab.weebly.com

■■““リリンン””とと健健康康寿寿命命
“リン”はヒトをはじめ、哺乳類にとって不可欠なミネラルの一つです。

日本では食品の成分表示が義務では無いため、健康な人には縁のない栄養

素かもしれません。しかし実は我々の体内で非常に重要な役割を果たして

おり、そのため、必須の栄養素となっています。摂取したリンは小腸から

吸収され、血液循環を介して全身へ輸送されます。吸収されなかったリン

は糞便として排泄され、また体内の不要（過剰）なリンは腎臓を介して尿

中へ排出されます。そのため、腎機能が正常であれば、過剰にリンを摂取

しても体内の恒常性は維持され、リンによる毒性は基本的には起きません。

一方、腎機能が低下している状態ではリン恒常性維持が破綻し、必須な

栄養素であるにもかかわらず、リンが毒性を発揮することが知られていま

す。リン毒性は寿命にも関連することが知られており、その解消が健康寿

命の延伸につながると考えられます。しかし、実は、生体内のリン恒常性

維持機構には未だに不明な点が多く、この解明が重要な課題です。

■■リリンン毒毒性性のの正正体体
腎機能の低下している状態だけでなく、慢性的なリンの過剰摂取は腎機

能が正常でもリスクである可能性があります。そして現代の食生活はリン

の過剰摂取が指摘されています。加工食品に含まれる添加物の多くがリン

を含む化合物であるからです。

過剰なリン毒性として重要な病態は、異所性石灰化です。本来石灰化し

ない臓器が骨のように固くなってしまうことです。特に血管の石灰化は生

命予後に関与する重大な問題です。近年、過剰なリンがどのように悪影響

をもたらすメカニズムとしてCPP（リン酸カルシムの結晶体）が報告され

ました。このCPPについて測定方法の検討や毒性の評価を行っています。

■■慢慢性性腎腎臓臓病病発発症症・・進進展展メメカカニニズズムム
慢性腎臓病患者は不可逆的な腎機能低下に伴い、最終的には腎代替療法

を必要とします。これは患者のみならず、家族、社会的な負担の増加を招

きます。未だに慢性腎臓病の抜本的な治療法は確立されておらず、その発

症・進展機序も不明な点が多く残っています。これらの解明を目指した研

究を行っています。

概要：栄養といえば、どれだけ食べるか、つまり量の確保が最大の課題であった時代
があります。現在は飽食の時代とも呼ばれ、かつてよりは量の確保は容易になってい
ます。量の確保が重要であった時代の栄養の問題は、主にエネルギーや特定の栄養素
の摂取不足による低栄養でした。現在では、肥満やメタボリックシンドロームなど、
むしろ摂取過多が大きな問題になっています。日本を筆頭に高齢化社会を迎えている
現代に求められている栄養学的課題として、健康寿命の延伸、糖尿病性腎臓病に対す
る効果的な栄養介入やそれらの治療基盤となる基礎研究を行い、人類の健康に貢献す
ることを目指しています。

リリンンのの代代謝謝調調節節機機構構のの解解明明とと健健康康
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研究分野：コミュニケーション科学，身体動作学

■■立立場場のの異異ななるる者者同同士士ののココミミュュニニケケーーシショョンンのの分分析析とと支支援援
ＳＤＧｓに関わるさまざまな現代的課題は，特定の分野や職種，地域，年齢などの立場・属性の人たちだけ

で解決できるものではありません．そのため，立場の異なる人々の間の協働が必要になります．こうした協働

の核となるのは「コミュニケーション」です．そこで，チーム医療や企業のプロジェクトチームなどに見られ

る「多職種連携」の中での話し合いや，地域づくりや移動販売などのさまざまな当事者による地域コミュニ

ケーションを対象として，コミュニケーションの実態を詳細に分析していきます．その際，記憶やイメージ，

直感のみに頼るのではなく，これらの場面を実際にビデオデータとして収録し，繰り返し視聴しながら，発言

の正確な内容やその時の参加者の視線の方向・しぐさなどを正確に特定していくことを通じて，人々の＜参加

の仕方＞のパターンの中にどのようなフィールド固有の特徴や工夫，そして課題があるかを具体的に明らかに

していくことが重要です．さらに，各対象フィールドの関係者との協働により，こうした分析成果を現場の当

事者にフィードバックしていくことも可能になります．

■■日日常常生生活活環環境境ににおおけけるる身身体体やや道道具具のの使使いい方方ののママイイククロロ分分析析
人々の協働において，コミュニケーションはその中核を担っています．しかし，もちろん，私たちの日常生

活環境はコミュニケーションだけで成り立っているわけではありません．オフィスならばパソコンなどの情報

機器や事務用品，家庭での食事場面ならば食卓や食器，さらには伝統的な祭の準備まで，われわれは身体動作

を介して，多くの物や道具と関わりながら活動を成り立たせています．こうした「物との関わり」も私たちの

日常生活の快適さを左右する重要な一側面です．そこで，人々が日常的な生活環境の中で，それぞれの活動に

必要な対象物をどのような動作方法によって扱っているかや，その使い方にどのような工夫や要改善点が見ら

れるかを，ビデオデータの微視的分析を通じて明らかにしていきます．分析で得られた知見は人工物のデザイ

ンや熟練技術の解明，伝統技能の継承などのさまざまな分野にも応用可能なものであると期待できます．

概要：人々の日常生活の中での会話や身体動作をビデオに収録して微細に分析し，そこに
現れた社会的な価値観や心理学的なメカニズムを炙り出していくことを専門にしています．
手法はフィールドワークが中心で，実社会のさまざまな話し合いの現場や伝統的コミュニ
ティの活動の場などに出かけて行って，リアルなコミュニケーションや自然な身体動作の
実態を捉えることを心がけています．こうした観察からボトムアップに得られた知見をい
かに現場での実践に再還元していくかということにも興味を持っています．

日日常常生生活活場場面面ででののココミミュュニニケケーーシショョンンとと身身体体動動作作

展示説明 風呂敷包み祭の支度 子育て

身体と物との関わり

展示制作 移動販売病院カンファレンス 地域づくり
多職種連携 地域コミュニケーション
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